ハンドヘルドダイナモメーターによる等尺性股外転筋力の測定:固定用ベルトの使用が検者間再現性に与える影響 by 加藤 宗規 & 山崎 裕司








股外転筋力測定方法の検者間再現性について検討することである．対象は健常者 名（男性 名，女性 名，
歳）である．そして，固定用ベルトを使用した条件下と，使用しない条件下において，それぞれ
つのセンサー位置（下腿遠位部外側，大腿遠位部外側）で股関節外転筋力の測定を実施した．また測定は，体
格の異なる 名の検者（検者 男性，検者 女性）によって日を変えて実施した．
下腿遠位部でのベルト不使用下における股外転筋力値は検者 ， の順に， ， ，ベルト使用
下では検者 ， の順に， ， であった．大腿遠位部でのベルト不使用下における筋力は，検者 ，
の順に ， ，ベルト使用下において ， であった．ベルト使用下では，検者 ，
の筋力値に有意差はなかったが，ベルト不使用下では検者 において筋力値は有意に高値を示した（下腿遠位
部 ，大腿遠位部 ）．ベルト使用下での検者間級内相関係数は，下腿遠位部，大腿遠位部の順
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図 測定状況（左 ベルト不使用，右 ベルト使用）
表 等尺性股外転筋力値
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